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　農山漁村における地域の活性化や、個性的で魅力あ
る地域づくりの優れた活動を紹介するシリーズ。
　今回は「わが村は美しく－北海道」運動第 8回コン
クールで優秀賞を受賞した「留萌市食農教育推進協議
会」会長の佐藤剛信さんにお話を伺いました。
≪子どものうちから地元の米を知ってもらう≫
　留萌市は、北海道北西部に位置して水産加工を基幹
産業とし、「塩数の子」の生産量は国内シェア50％を
占めています。農業もトップクラスの高品質米を生産
し「全国米・食味分析コンクール」で 3年連続金賞を
受賞しています。その「留萌米」の魅力を地域内外に
発信するためさまざまな活動をしているのが、留萌市
食農教育推進協議会です。
　はじまりは、協議会の前身にあたる農村青年グルー
プの 4Ｈクラブ「五

ご

志
し

道
どう

」に、市内の小学校から総合
学習のカリキュラムで農業体験の依頼があり、田んぼ
の見学会を実施したのがきっかけでした。そのときに
行ったアンケートでは、ほとんどの子どもたちが留萌
でお米を作っていることや品質が良くて美味しいこと
を知りませんでした。そのことに危機感を覚えたメン
バーたちが、子どものうちから地元の米や農業を知っ
てもらえたらと、2010年「留萌市食農教育推進協議会」
を設立。本格的に活動をスタートさせます。

≪体験学習でお米の大切さを知る≫
　主な活動は、 6月と10月の年 2回、留萌市内の小学
校 5年生を対象に、「田植え体験学習」「稲刈り体験学
習」を開催しています。
　 6月の田植えでは、最初のうち子どもたちは田んぼ
の感触に戸惑いながら田植えをしていますが、最終
的には、みんな楽しそうに笑顔を見せて体験していま
す。10月の稲刈りでは、鎌を使って稲を収穫し脱

だっ

穀
こく

し
ます。子どもたちは、自分たちが植えた小さな苗が大
きくなって食べられるまで成長することで、普段食べ
ているお米を育てる大変さや大切さを知ります。
　ほかにも協議会では、子どもたちが頑張ってくれた
活動を留萌の人たちにも知ってもらいたいと、参加し
た小学生全員に体験した絵を描いてもらい、市内の公
共施設に展示する「児童農村絵画コンテスト」を実施
しています。その中で優秀な絵画と子どもたち全員の
集合写真を載せたオリジナルの食育米100袋を販売し
ています。

　当初は、 6校が参加していた体験学習も少子化の影
響で 2校が廃校になり、現在 4校になっています。子
どもたちも減って田植えや稲刈り体験の作業にも時間
がかかっています。農村地域も担い手不足は深刻な現
状ですが、体験学習をすることで子どもたちに地元の
お米や農村の魅力を知ってもらい、将来的に少しでも
農業に携わってもらえたらいいと、協議会は今後も活
動を続けていきます。

当協会ホームページ、「わが村は美しく－北海道」運動
第 1 ～ 9 回受賞団体の活動概要をまとめた冊子『生産
空間の活性化に資する地域事例集』をご覧ください。
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